
Skinny Guy Campers
3DEXPERIENCE SOLIDWORKSで次世代
の革新的なピックアップ トラック キャンパ
ー製品を開発 
お客様の事例

Skinny Guy Campers社は、クラウドベースの3DEXPERIENCEプラットフォームに接続するSOLIDWORKS 
3D CADソフトウェアを使用して、標準的なピックアップ トラックの荷台に取り付け可能な、異色のキャン
パー製品を開発しました。RVを牽引しなくてよいため、トラックが走れる場所であれば、どこでも自由に
キャンプができるようになったのです。



課題：
革新的で現代的な次世代ピックアップ トラック キャ
ンパー製品を、迅速かつコスト効率よく開発する。

ソリューション：
クラウドベースの3DEXPERIENCE Worksプラット
フォーム ソリューションを導入する。

結果：
•	 現代的なピックアップ トラック キャンパー製品を
開発 
•	 新型コロナウイルス感染症のパンデミックに見舞わ
れる中、クラウドで効率的に製品を設計
•	 開発コスト、ハードウェア/サーバー コストを削減 
•	 将来の成長と発展を加速するためのクラウドベース
の設計プラットフォームを構築

「製品開発のクラウド化を進めた	
のは、いずれ中西部だけでなく、他	
の拠点でも製品の製造や組み立	
てを行いたいと思っているからです。	

3DEXPERIENCEプラットフォームを利用していれ
ば、ハードウェアやソフトウェアを複数の拠点に導
入しなくても、必要なときに必要な数のアプリを追
加購入すれば済みます。ある意味、ピックアップ トラ
ックで行ける場所ならどこででもキャンプができる
という、私たちの製品に通じるところがあります
ね。3DEXPERIENCE SOLIDWORKSがあれば、	
ネットにアクセスできる場所ならどこでも製品の設
計や製造ができるのですから」 
	 — Jason Bontrager氏（CEO）

Skinny Guy Campers社の創設者でオーナー兼CEOでもある
Jason Bontrager氏は、レクリエーション ビークル（RV）業界の
申し子のような存在です。同氏の祖父母に当たるLloydと
Berthaは、1968年にインディアナ州ミドルベリーにある家族
経営の農場に Jayco,  Inc .というメーカーを創設し、 Jay 
Flight®という、トラベル トレーラーの世界トップ ブランドを
手掛けました。Bontrager氏は製品開発責任者として同社で
長年働き、設計ツールを2次元から3次元へと移行するときに
は、自ら先頭に立ちました。

2016年、Jayco社は複数の競合RVブランドを所有するThor 
Industries社に売却されます。その後もBontrager氏はしばら
く製品開発部門で仕事を続けましたが、革新的なRVやキャン
パーを設計したい気持ちを抑えられなくなりました。Jayco社
が創業間もなくして成功したのは、トラベル トレーラーを持ち
上げるポップアップ式の先進的なケーブルリフトを設計した
からです。Bontrager氏の祖父Lloydが開発し、特許を取得し
ました。Bontrager氏には、熱源、温水、冷水、電源、調理台、ト
イレを備える現代のキャンピング システムを、標準的なピック
アップ トラック後部にすばやく簡単に設置するアイデアがあ
りました。そのような製品があれば、RVを牽引する必要がな
くなり、どこでも自由にキャンプできるようになると考えていた
のです。キャンパー設計に対するこの革新的なアプローチ
が、Skinny Guy Campers社創設のきっかけとなりました。

Skinny Guy Campers社でエンジニアリング設計と技術文書作
成の責任者を務めるRobert Miles氏（3世）は、Jayco社在籍中
のBontrager氏が仕事を一緒にしていた人物です。次世代のキ
ャンパー設計のアイデアを実現するため、Bontrager氏は彼を
新しい会社に誘いました。2011年、Jayco社が設計ツールを
2次元のAnvil Express®から3次元のAutodesk® Inventor®へと
切り替えたとき、Bontrager氏はこの移行プロジェクトの先頭
に立ち、Miles氏とともに新しいツールを使っていました。

しかし、Miles氏はSOLIDWORKS®の使用経験があり、その後の
2012年に、Jaycoの子会社であるStarcraft社に異動しま
す。Jayco社の業務責任者がInventorを選択し、2人とも
I n v e n t o r のトレ ー ニ ング を 受 け て い た に も か か わら
ず、 B o n t r a g e r 氏 は サプライヤーと M i l e s 氏 の 両 方 か
ら、SOLIDWORKSを導入すべきという進言を聞かされていまし
た。そのため、Skinny Guy Campersの設立や異色のピックアッ
プ  トラック  キャンパ ー の 開 発 に つ いて話し始 め た 2 人
は、SOLIDWORKSを、Collaborative Designer for SOLIDWORKS
経由でクラウドベースの3DEXPERIENCE®プラットフォームに接

続することにしました。こうして、Webブラウザを用いてどこから
でも安全にSOLIDWORKSの設計データやデータ管理ツールに
リモート アクセスできるようになり、チームの生産性とコラボレ
ーションを向上させて開発ピッチを上げることができました。

「当社のようなスタートアップ企業が、独自のキャンパーのコ
ンセプトを迅速に、かつコスト効率よく開発と商品化につなげ
るためには、アジャイルとリーン、両方の開発アプローチが必
要でした」とBontrager氏は説明します。「当社の目標は、ブラ
ンド価値と認知度を最大限に高め、RVと言うよりはピックア
ップ  トラックのアクセサリとして製 品を確 立 することで
す。SOLIDWORKS 3D CADを3DEXPERIENCEプラットフォー
ムに接続して使用すれば、サーバー ハードウェアに多額の投
資をしなくても、製品開発の目標達成に必要な力を手に入れ
ることができます」 

パンデミックを乗り越えて開発を効率化
2020年初頭に製品開発を開始した時点では、Bontrager氏も
Miles氏も、新型コロナウイルス感染症のパンデミックが起こるこ
となど夢 に も 思って い ま せ んでし た 。クラウド ベ ース の
3DEXPERIENCEプラットフォームを導入していたおかげで、世界
の大半が停滞している中でも開発を続行できたこともです。「そも
そも当社がSOLIDWORKSソリューションを3DEXPERIENCEプラ
ットフォームに接続しようと決めたのは、導入、インストール、管理
が簡単だということが理由でした。スマートフォンにアプリをダウ
ンロードするような気軽さで本格稼働を始められますし、場所を
選ばずに仕事できるという柔軟性に、多額の先行投資を避けられ
るというメリットもありました」とMiles氏は指摘します。

「しかし、11月のまる1か月間、感染拡大によって在宅勤務せ
ざるを得なくなったときに、3DEXPERIENCEプラットフォーム
はその真価を発揮してくれました。2021年の春には、6.5フ
ィート（約2メートル）の標準的なトラック キャンパー モデルの
最終的な試作に入る予定ですが、パンデミックのさなかにこの
ようなペースで開発を進められたのも、3DEXPERIENCEプラ
ットフォームのおかげで仕事を止めずに済んだからです」



Skinny Guy Campers社について 
認定販売代理店（VAR）： Computer Aided Technology (CATI), 
Indianapolis, IN, USA

本社： 19974 County Road 6
Bristol, IN 46507
USA
メール：jason@skinnyguycampers.com

詳細情報： 
www.skinnyguycampers.com

ピックアップ トラックの荷台に乗せて使用するというSkinny Guy 
Campers社の画期的な製品の開発に、3DEXPERIENCE 
SOLIDWORKSの高度な自動板金設計ツールは不可欠でした。

複雑な板金部品を使用してRVの設計を前進
ピックアップ トラックの荷台に乗せて使用するというSkinny 
Guy Campers社の画期的な製品の開発に、3DEXPERIENCE 
SOLIDWORKSの高度な自動板金設計ツールは不可欠でした。
「3DEXPERIENCE SOLIDWORKSの板金ツール セットを使うと、
平らな状態でも曲がった状態でも、複雑な板金形状を簡単に作
成できる点がとても素晴らしいです」とMiles氏は話します。

「境界線の輪郭とソリッドを作成すれば、ソリッドを板金に変
換できます。プラットフォームの板金ツールを使えば、実際に
板金を曲げたりしなくても、面倒な仕事はコンピュータがやっ
てくれます。同様に、850個から1,000個のリベット穴を並べ
る作業も、SOLIDWORKSの自動化機能を使えば等間隔にす
ばやく配置できます。手作業で時間をかけて穴を作成し、間隔
調整して配置する必要もありません」

クラウドベースのリーン アプローチが今後の成長の礎
Skinny Guy Campers社は、クラウドベースの3DEXPERIENCE 
SOLIDWORKSソリューションを使用することで、初期の研究開
発に必要な柔軟性、俊敏性、コスト管理を実現することができ
ましたが、このプラットフォームは、将来の成長や事業展開を
支えるた め の 製 品 開 発 の 基 盤としても活 用 で きます。
「3DEXPERIENCE SOLIDWORKSのすべての設計機能を利用
できるというのは、この上なく魅力的な話です」とBontrager氏
は強調します。

「このソリューションのおかげで、製品を開発し、成長に合わ
せて規模を拡張し、新しい場所で事業を展開できます。製品開
発のクラウド化を進めたのは、いずれ中西部だけでなく、他の
拠点でも製品の製造や組み立てを行いたいと思っているから
です。3DEXPERIENCEプラットフォームを利用していれば、ハ
ードウェアやソフトウェアを複数の拠点に導入しなくても、必
要なときに必要な数のアプリを追加購入すれば済みます。あ
る意味、ピックアップ トラックで行ける場所ならどこででもキ
ャンプができるという、私たちの製品に通じるところがありま
すね。3DEXPERIENCE SOLIDWORKSがあれば、ネットにアク
セスできる場所ならどこでも製品の設計や製造ができるので
すから」
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ダッソー・システムズの3Dエクスペリエンス・プラットフォームでは、11の業界を対象に各ブランド製品を強力に統
合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズは、3Dエクスペリエンス企業として、人々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可能なイノベーションの実現に向けて、企業や人々が利用す
る3Dのバーチャル コラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3Dエクスペリエンス・プラットフォームとアプリケーションを使って現実世界の「バーチ
ャル エクスペリエンス ツイン」を生み出し、さらなるイノベーション、学び、生産活動を追求しています。

ダッソー・システムズの 約2 万人の 従 業 員は、140 カ国 以 上、あらゆる規 模 、業 種の27 万社 以 上のお客 様に価 値を提 供します。より詳 細な情 報
は、www.3ds.com （英語）、www.3ds.com/ja （日本語）をご参照ください。

アメリカ大陸
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, MA 02451  
USA

アジア - 太平洋 
ダッソー・システムズ 
株式会社
〒 141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

ソリッドワークス・ 
ジャパン株式会社
東京本社
+81-3-4321-3600
大阪オフィス
+81-6-7730-2702
info@solidworks.co.jp


